
京都府知事 西脇 隆俊

令和4年９月2１日

Withコロナに向けた新たな段階への移行
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新規陽性者 ７日間平均 病床使用率 高度重症病床使用率

最大 ２月２７日
病床使用率 ７５．２％

９月2０日公表
新規陽性者数 ４３０人
病床使用率 ２７．１％
高度重症病床使用率１１．８％

第６波最大 ２月９日
新規陽性者数 ２,９７３人

最大 ２月２４日
高度重症病床使用率 ３３．３％

新規陽性者数と病床使用率の推移
最大 ８月３日
新規陽性者数 ６,８９１人



Withコロナに向けた新たな段階への移行に向けた取組

・高齢者等の重症化リスクのある方を重点的に対応

・重症化リスクの少ない方も、しっかりとフォローアップ

京都BA.5対策強化宣言 → Withコロナに向けた新たな段階へ移行
（９月26日～）



療養体制の新たな対応の概要

◆ 令和４年９月26日から開始

◆ 感染者の年代別全数把握を継続（届出対象外患者も含む）

◆ 患者の発生届の対象を以下の４類型に限定
発生届出の対象となる方

① 65歳以上の方

② 入院を要する方

③ 重症化リスクがあり、かつ、新型コロナ治療薬の投与が必要な方
又は

重症化リスクがあり、かつ、新型コロナ罹患により新たに酸素投与が必要な方

④ 妊婦
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【重症化リスクがある方等】

① 65歳以上の方

② 入院を要する方

③ 重症化リスクがあり、コロナ治療薬

の投与又は酸素投与が必要な方

④ 妊婦

※医療機関から保健所と健康FUCの案内

（チラシ配布）

２

診療・検査医療機関受診者
（発熱外来）

コロナ入院医療機関

（健康相談班）
・健康相談

（宿泊療養受付班）
・宿泊療養入所受付

（支援物資班）
・生活支援物資送付
・パルス貸出

健康フォローアップセンター

（健康FUC）

【上記①～④以外の方】

医療機関から健康FUCの案内

（チラシ配布）

【自己検査で陽性となった方】

① 6～64歳

② 重症化リスクが低い方

※登録者には健康FUCから相談窓口等の

案内（SMS)

発生届

症状悪化時等の相談

結果を登録 （陽性者登録班）
・自己検査結果確認、
登録通知

重症化リスクのある方に受診勧奨

症状悪化時等の相談

宿泊療養申込み、生活支援物資申込み

宿泊療養申込み、生活支援物資申込み

症状悪化時
等の相談

医療機関で配布のチラシで
健康FUCに登録

宿泊療養申込み、生活支援物資申込み
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Withコロナに向けた療養体制の新たな対応

重症化リスクが高い方へ
重点化



支援内容 対象となる方

宿泊療養施設への入所

以下のうち、入院コントロールセンターが必要と判断した方
①発生届対象者で希望する方
②発生届対象外の方で、高齢者や基礎疾患のある方、妊婦、医療・介護従
事者等との同居者で希望する方

生活支援物資の送付

①発生届対象者のうち希望する方
②フォローアップセンターに登録した方のうち希望する方

＜ただし、以下の場合は対象外＞
・無症状の方又は有症状の場合で症状軽快から24時間経過した方で、
食料品の買い出しが可能な方
・外出可能な同居家族がいる方

パルスオキシメーターの
貸出

①発生届対象者のうち希望する方
②フォローアップセンターに登録した方のうち希望する方

療養中の各種支援の対象となる方

◆療養証明書については、療養証明書に代わり、
医療機関から配布されるチラシやフォローアップセンターから送信されるSMS通知を活用



他府県の医療機関を受診した場合等の対応

京都府外在住で京都府内の医療機関を受診された方

発生届対象外の方

京都府／京都市の保健所からご本人に連絡します発生届対象の方

ご自身でフォローアップセンターに連絡してください

京都府内在住で他府県の医療機関を受診された方

発生届対象の方

発生届対象外の方

在住地域管轄の保健所からご本人に連絡があります

ご自身で在住地域のフォローアップセンター（※）に連絡してください
（※厚生労働省HPに各都道府県の連絡先案内を掲載）

＜フォローアップセンター連絡先＞

京都府：075-708-2439 京都市：050-3614-9575 （土日祝含む 2４時間対応）
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医療機関がHER-SYSで総数を報告

（又はＦＡＸで報告）

※発生届の有無に関わらず、日ごと・年代別の数
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センターがHER-SYSで総数を報告
（日ごと・年代別の数）

医療機関がHER-SYSで発生届を提出
（又はＦＡＸで報告）

発生届の提出

総数の報告

厚生労働省

HER-SYS
を集計・公表

総数の報告

発生届・年代別総数報告のフロー



オミクロン株対応ワクチン接種の開始

対象者

初回接種（１、２回目）を終えた全ての12歳以上の方

使用ワクチン

※供給量の多いファイザーを市町村に配分
※モデルナは府接種会場を中心に使用

ファイザー及びモデルナ（従来株及びオミクロン株に対応）

オミクロン株対応ワクチンの接種が始まりますので、早めの接種を検討してください

12～17歳 18歳以上

ファイザー ×
（使用不可）

〇 〇 市町村接種会場、医療機関

モデルナ ×
（使用不可）

×
（使用不可）

〇 京都府接種会場等

3回目以降の対象者初回接種の対象者
（1・2回目）

接種場所



これまでの
４回目接種
の対象(※)
であった方

高齢者や
医療従事者等

い
い
え

は
い

３回目接種
完了して
いますか？

４回目接種が
まだの方

４回目接種が
完了した方

オミクロン株対応ワクチンの接種
（４回目接種）

オミクロン株対応
ワクチンの接種
（５回目接種）

オミクロン株対応
ワクチンの接種

（３又は４回目接種）

(※)の方の接種の
完了が見込めた段階

で接種を開始

４回目接種の
対象(※)では
なかった方

接種券
配付

接種券
配付

一部自治体
は配付済み

(※)３回目接種終了から５か月が経過した①60歳以上の方、②18歳以上で基礎疾患を有する方
その他重症化リスクが高いと医師が認める方、③医療従事者、高齢者施設従事者等

オミクロン株対応ワクチンの接種スケジュール



使用ワクチン モデルナ

接種開始日

◆京都タワー会場 ： ９月26日（月）

◆京都田辺中央病院会場 ： 10月 １日（土）

◆綾部ルネス病院会場 ： １０月 ５日（水）

オミクロン株対応ワクチン接種の推進

※本日（9／21）から予約受付開始

（１）市町村接種体制の支援
接種スタッフが不足する市町村に医療従事者を派遣

（2）京都府接種会場での接種
府会場でもオミクロン株対応ワクチン接種を実施



◆京都府接種会場（※）での接種機会を拡充

※京都タワー会場、②綾部ルネス病院会場、③京都田辺中央病院会場
→今回新たに初回接種を実施（追加）

◆医療機関等で引き続き実施

１

市町村

初回接種（１、２回目）の機会の確保

京都府

初回接種を終えていない方

→ 従来型ワクチンによる接種が必要

・ワクチン接種を希望する方は積極的に接種してください
・子どもの感染が広がっています。
５歳以上のお子さんについても、早めの接種を家族で検討してください



◆ 正しいマスクの着用、こまめな手洗い、手指消毒、換気を行ってください

基本的な感染防止対策の徹底

自分が感染しないために

◆ 旅行等においては、感染リスクを回避する行動をとってください

ほかの人に感染させないために

◆ 体調管理を行い、発熱や咳等の症状がある場合は、医療機関（※）へ

相談してください。 （※）夜間や医療機関が休みの場合：「きょうと新型コロナ医療相談センター」

◆ 体調に不安がある時は、家族を含めて外出を控えてください

飲食時には

◆ 適切な感染対策が講じられているお店（認証店）を利用しましょう

◆余裕を持った配席で、長時間に及ばないようにしましょう



高齢者等への感染を防ぐために

医療機関・高齢者施設等でひろげないために

高齢者等重症化リスクの高い方への感染を防ぐ

◆ 高齢者や基礎疾患のある方、これらの方と日常的に接する方は、

感染リスクの高い場面や場所への外出を控えるなど、特に注意してください

◆ 医療機関、高齢者施設等での感染拡大を防ぐため、

オンラインでの面会など各施設の感染対策のルールを守ってください



感染をひろげないために

感染拡大・重症化を防ぐ

◆ 自宅療養中は外出をしないでください

ただし、症状軽快後24時間が経過した方や無症状の方

→食料品の買い出しなど必要最低限の外出が可能です

◆ 療養期間が終了しても、

①発症から10日間は感染対策の徹底

②感染リスクが高い場面、場所への外出の自粛

外出の際は、

①マスクの着用、②公共交通機関を利用しない、③短時間 を徹底してください

自宅療養時に症状が悪化した時は

◆発生届対象の方 → 保健所

発生届対象外の方 → フォローアップセンター
にご相談ください

をお願いします



社会経済活動と両立するために

◆ 症状がある従業員は休務させてください

◆ 学校生活や行事の中止を防ぐためにも

学校・保育所等で決められた感染対策のルールを守ってください

大学等でひろげないために

事業所等でひろげないために

◆ 在宅勤務（テレワーク）、時差出勤、自転車通勤等、

人との接触の低減に取り組んでください

学校・保育所等でひろげないために

◆ 授業や研究活動、課外活動、寄宿舎・学生寮での生活について

大学等で決められた感染対策のルールを守ってください



開催規模に関わらず、業種別ガイドラインに基づく入場整理等の
感染防止対策を徹底してください

施設の
大声 規模
の有無 .

収容定員
5,000人以下

収容定員
5,000人超～10,000人

収容定員
10,000人超

大声なしの
イベント

収容定員まで
入場可（注）

5,000人まで
入場可（注）

収容定員の半分まで
入場可（注）

「感染防止安全計画」を策定した場合、
収容定員まで入場可

大声ありの
イベント

収容定員の半分まで入場可（注）

（注）感染防止チェックリストを作成し、ＨＰ・SNS等で公表が必要

ホール等での催し物の開催

同一イベント等において、「大声あり」「大声なし」のエリアを明確に区分した場合

→ エリア毎に収容定員を設定して開催することも可能

○催し物（イベント等）の要件（特措法第24条第９項に基づく要請）


